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表－２）　①排出ガス測定

【説明】

　公害防止協定値については、印西クリーンセンターの操業及び公害防止に関する協定書（以下、協定書という）の第６条第１項に規定されています。

　排出ガスにおいては有害物質とされているばいじん（ダスト）、硫黄酸化物、窒素酸化物、塩化水素は、大気汚染の原因とされており、大気汚染防止法等によって排出濃度が規制され

ています。

　公害防止協定値では大気汚染防止法を上回る厳しい基準を設定しております。

【有害物質への対応について】

・　ばいじん（ダスト）  　　― 物の燃焼時に発生する固形物（すすや灰等）ですが、バグフィルターで９９．９％以上捕集しています。

・　硫黄酸化物　　　　　　― 石油等の化石燃料が燃焼することで発生するもので、酸性雨の原因とされていますが、有害ガス除去装置により消石灰を噴霧して反応させ除去抑制しています。

・　窒素酸化物　　　　　　― 空気による燃焼過程を持つ施設では必ず発生し、光化学オキシダントを生成しますが、尿素水を噴霧することにより、抑制しています。

・　塩化水素            　　― 塩化ビニル樹脂の焼却で発生し、水に溶けると塩酸になりますが、有害ガス除去装置により消石灰を噴霧して反応させ除去、抑制しています。

H27.6.22

１号炉 ２号炉 ３号炉 １号炉 ２号炉 ３号炉
H27.6.22 H27.6.22 H27.9.11 H27.10.23 H27.10.23 H28.1.19

ばいじん ｇ/N㎥ 0.08 0.03 0.001 ND ND ND ND ND ND JIS　Z‐8808

硫黄酸化物（ＳＯｘ） ppm 1900 50 1 1 2 ND 1 1 ND JIS　K‐0103

窒素酸化物（ＮＯｘ） ppm 250 120 10 38 49 36 42 48 35 JIS　K‐0104

塩化水素（ＨＣｌ） ppm 430 80 10 24 36 25 23 28 23 JIS　K‐0107

※　ＮＤは定量下限値未満を示しています。

備考
【測定方法】

区　　分 単　位 規制値
測定値（O２　１２％換算値）

協定値 定量下限値



表－２）　　②排出ガス測定（ダイオキシン類）

【説明】

　ダイオキシン類とはダイオキシン類対策特別措置法（平成１１年法律１０５号）において、ポリ塩化ジベンゾフラン、ポリ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン、コプラナ-ポリ塩化ビフェニル

の３種類と定義されています。

　この３種類の中には更に２００種類以上の化合物がありますが、その内毒性を持っている２９種類の化合物をそれぞれの毒性の強さに換算し、足し合わせたものが測定値（TEQ）

となります。

　ダイオキシン類は、８００℃以上の高温による完全燃焼で分解可能であることから、平成１２、１３年度の焼却炉の対策工事と共に８５０℃以上の温度管理を徹底し、排出ガスには

粉末活性炭吹込みによる吸着とバグフィルターによってろ過した後に排出しています。

（※測定値はO２　１２％換算値） 【２．焼却灰に含まれるダイオキシン類の測定値】

単位 規制値 定量下限値 単位 規制値 定量下限値

１・２号炉 1

３号炉 0.5

測定日

測定値

測定日

測定値

測定日

測定値

【３．処理飛灰に含まれるダイオキシン類の測定値】

単位 規制値 定量下限値

１回目 測定日 測定値

２回目 測定日 測定値

排出ガス
ng‐TEQ/Nm3 1

協定値

１号炉

測定日 H27.6.22

３号炉

測定日 H27.9.11

コプラナ―PCB 0.0023

コプラナ―PCB

ダイオキシン類
（コプラナ―PCB以外） 0.034

ダイオキシン類

３号炉
0.021

0.020

―

２号炉
ダイオキシン類

ダイオキシン類
（コプラナ―PCB以外）

コプラナ―PCB

H27.6.22

0.0052

0.0040

0.0012

【１．排出ガスに含まれるダイオキシン類の測定値】

H27.10.23

焼却灰

内訳

内訳

H28.1.19

測定方法

JIS　K-０３１１

H27.10.23

0.015

0.014

内訳

処理飛灰

１号炉

0.038

0.0039 0.0021

ダイオキシン類 0.025
ダイオキシン類

（コプラナ―PCB以外） 0.023

0.035

0.0013
２号炉

0.033

0.0016

測定日

H28.1.19

0.28

0.69

測定方法

3 ― ―

協定値

環境省告示第80号

H27.9.11

測定方法

環境省告示第80号

ng‐TEQ/ｇ

H27.6.22

0.00080

H27.6.22

0.0018

H27.9.11

――

0.00055

協定値

ng‐TEQ/ｇ 3

 5



 6

表－３）　　騒音・振動測定

　公害防止協定値は協定書第６条第２項及び第３項に、調査測定は同第８条第２項に規定されています。

　騒音はその人の心理状態や感覚、生まれ育った環境によって捉え方が異なることから、音圧が基準値を超えているものを騒音と定義しています。

　振動は大型車両が通過するときの振動や大型機械が稼働しているときに起こる振動等です。

　当施設は車両や送風機、コンプレッサーなど騒音や振動を発生させる機材が多いことから測定していますが、測定時に外部の影響も集測してしまうこと

があります。

下端値 中央値 上端値 下端値 中央値 上端値 下端値 中央値 上端値 下端値 中央値 上端値

朝　6時～8時 デシベル 50 50 39 40 43 45 45 46 38 39 41 42 43 44

昼　8時～19時 デシベル 55 55 48 49 49 48 48 49 45 47 48 43 45 48

夕　19時～22時 デシベル 50 50 43 45 46 43 45 47 43 45 47 41 43 46

夜　22時～6時 デシベル 45 45 38 40 41 41 42 43 37 39 41 39 40 41

昼　8時～19時 デシベル 60 60 30未満 30未満 30未満 31 31 33 30未満 30未満 30未満 31 33 35

夜　19時～8時 デシベル 55 55 30未満 30未満 30未満 31 31 33 30未満 30未満 30未満 31 33 35

（図-1．№8） 測定方法

JIS　Z‐8731

JIS　Z‐8735

区　　分

振
動

（図-1．№8）
測定日　：　H28.1.22

（図-1．№4）

【説明】

騒
音

（図-1．№4）単　位 規制値 協定値
測定日　：　H27.7.30



 

表－４）　　悪臭物質測定

①アンモニア ― 　　　一般的によく知られるし尿の臭いです。（当施設では排出ガス中の窒素化合物の除去においても使用しています。）

②硫化水素 ― 　　　下水やごみ処理施設では不可分な存在であり、嫌気性細菌による硫黄の還元によって発生する腐った卵のような臭いです。　

③トリメチルアミン ― 　　　海洋魚や甲殻類の生ごみ等に含まれている腐った魚の臭いです。

④メチルメルカプタン ― 　　　有機化合物が腐敗することで発生する腐った玉ねぎのような臭いです。

⑤硫化メチル ― 　　　海洋プランクトンが生成するジメチルスルフィドが代表的で腐ったのり、海藻またはキャベツの臭いです。

単位 規制値 協定値 定量下限値
測定日
H27.9.24

測定日
H28.2.18

トリメチルアミン N㎥/ｈ 2.44 2.44 0.001 ND ND

アンモニア N㎥/ｈ 487.7 487.7 0.1 0.3 0.6

風下 風上 風下 風上 硫 化 水 素 N㎥/ｈ 9.8 9.8 0.001 ND ND

ア ン モ ニ ア ppm 1 1 0.1 0.1 0.1 ND ND

メチルメルカプタン ppm 0.002 0.002 0.0001 ND ND ND ND

硫 化 水 素 ppm 0.02 0.02 0.0001 ND ND ND ND 単位 規制値 協定値 定量下限値
測定日
H27.9.24

測定日
H28.2.18

硫 化 メ チ ル ppm 0.01 0.01 0.0001 ND ND ND ND トリメチルアミン N㎥/ｈ 0.266 0.266 0.001 ND ND

ト リ メ チ ル ア ミ ン ppm 0.005 0.005 0.0005 ND ND ND ND アンモニア N㎥/ｈ 53.2 53.2 0.1 0.3 ND

硫 化 水 素 N㎥/ｈ 1.06 1.06 0.001 ND ND※　ＮＤは定量下限値未満を示しています。

敷
地
境
界

（図-2） （図-2）

（３）臭突出口

区分

臭
突
出
口

煙
突
出
口

区　　分 単　位 規制値 協定値 定量下限値

【説明】

（１）敷地境界

測定日
H27.9.24

測定日
H28.2.18

　　公害防止協定値は協定書第６条第４項に、調査測定は同第８条第２項に規定されています。

　　当該施設は悪臭防止法に従って、敷地境界と排出口において生活環境を損なうおそれのある物質（特定悪臭物質）２２種類のうち主な発生源として 規定されている

　　特定悪臭物質については下記を参照してください。

区分

【悪臭物質】

５種類（排出口は３種類）を測定しています。

（２）煙突出口
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